
 

  

 

 平成２１年９月２９日 

南海電気鉄道株式会社 

南海フェリー株式会社 

 

和歌山徳島航路利用促進事業（社会実験）の結果報告について 

期間中(８月末まで)の実績は前年比６７.５％増でした 

 

南海電気鉄道株式会社（社長：亘 信二／所在地：大阪市中央区）の子会社である

南海フェリー株式会社（社長： 兜
かぶと

 秀昭
ひであき

／所在地：和歌山市）では、和歌山県、徳島

県の支援を受けて７月１８日(土)から８月３１日(月)まで、和歌山・徳島ナンバー、

または和歌山・徳島県内で宿泊の乗用車を対象に、フェリー利用料金（運転者含む）

を１，０００円にする「和歌山徳島航路利用促進事業（社会実験）」を実施しました。 

このたび、期間中の実績について、宿泊者数も含めた集計が完了いたしましたので、

以下のとおりお知らせいたします。 

なお、９月以降も平成２２年１月３日(日)までの土・休日を対象に継続実施しています。 

 

■フェリー１，０００円社会実験実施前後の輸送実績（乗用車の乗船台数） 

期 間 対前年比 

（実施前）  

平成２１年４月 ▲２９．５％ 

     ５月 ▲２３．０％ 

     ６月 ▲２０．４％ 

     ７月（１日～１７日） ▲２７．３％ 

（実施後）       

     ７月（１８日～３１日）  ４８．９％ 

     ８月  ７３．３％ 

     期間中合計  ６７．５％ 

  ※平成２１年３月下旬から高速道路での１，０００円割引実施 

 

 期間中の乗用車乗船台数は３９,５５８台でした。うち約８６.７％(３４,３０５台)

が社会実験対象車両であり、 

内訳は  和歌山ナンバー  １５，９１６台 

     徳 島ナンバー  １１，０３３台 

     宿 泊対象車    ７，３５６台 となりました。 

以上 

 


